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令和７年（１月～１２月）における、檜山管内の漁業生産状況について、

別添資料のとおりお知らせします。 

なお、本数値は、檜山振興局管内と八雲町（熊石）の水揚量の集計（属地

統計）です。 
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 檜山振興局産業振興部水産課（担当者：水産課長 佐々木） 
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【道庁プレスリリース】 



檜山振興局産業振興部水産課　

＜主な魚種別の動向＞

ウニ

［水揚げ金額第1位］

ナマコ

［水揚げ金額第2位］

ヤリイカ

［水揚げ金額第3位］

サケ

スルメイカ

スケトウダラ

タコ

その他

※金額は税込み
※檜山管内と熊石地区（八雲町）で水揚げされた数量（属地：管外での水揚げを含まない）。
※ウニはむき身重量

　スケトウダラは、数量は90トンと前年（219トン）の6割減、金額は0.1億円
と前年（0.3億円）の5割減となった。

　タコは、数量は105トンと前年（149トン）の3割減、金額は0.9億円と前年
（1.4億円）の3割減となった。

・トラウトサーモンは91トンと前年（60トン）の５割増、金額は1.3億円と前
年（0.8億円）の6割増となった。

　ヤリイカは、数量は95トンと前年（223トン）の6割減、金額は1.8億円と前
年（3.0億円）の4割減だが、前年に続き水揚げ金額第3位となった。

　秋サケは、数量は71トンと前年（95トン）より2割減、金額は0.9億円と前
年並み（0.8億円）となった。

　スルメイカは、数量は96トンと前年（181トン）の5割減、金額は0.8億円と
前年（2.0億円）の6割減となった。

令和8年2月2日

令和7年　檜山管内の漁業生産状況（速報）について

　令和7年（１月～12月）における檜山管内の漁業生産（速報）は、1847トン、21.6億円
となる見込みで、前年（2142トン、24.4億円）と比べ、数量は約295トン、金額は約2.8
億円の減となりました。

　多くの魚種で数量が減少する厳しい年となっています。

　ウニは、数量は33トンと前年並み（35トン）となったが、単価が伸長し金額
は6.3億円と前年（5.6億円）より1割増となった。

　ナマコは、数量は70トンと前年並み（68トン）だが、単価が下落し金額は
3.3億円と前年（4.5億円）より３割減となった。


